
 

国際報道写真家にとっての死と生 －静岡県立大学 岡村昭彦写真展－ 

 
 

県立大学附属図書館では、国際報道写真家・岡村昭彦氏（1929 年～1985 年）が静岡県浜名郡舞阪

町（現：浜松市）を拠点として蒐集した蔵書を「岡村文庫」として所蔵しています。 

岡村は 34 歳のときに初めて南ヴェトナム戦争を取材、翌年「LIFE」に南ヴェトナム前線での写真が９ペ

ージにわたり特集され、一躍世界のＯＫＡＭＵＲＡとして著名になりました。1965 年に出版された『南ヴェ

トナム戦争従軍記』はベストセラーとなり日本人の目を東南アジアの戦争に向けさせました。 

この度、県立大学附属図書館と学内の教職員で構成する「岡村文書研究会」では、本学学園祭「第2３

回剣祭」開催にあわせ、岡村昭彦写真展を開催します。死と生が隣り合ったヴェトナム戦争はじめとする

岡村の報道写真は、今を生きる私たちに多くのことを語りかけてくれるものと思います。多くの皆様の御来

場をお待ちしております。 

                                                         

１ 日時・場所     静岡県立大学 〒422-8526 静岡市駿河区谷田５２－１   

 大講堂ロビー  １０月３１日（土）、11 月 2 日（月） ～11 月 4 日（水）  

午前 10 時から午後 4 時まで  

附属図書館   １０月３１日（土）、11 月２日（月）、４日（水） 

          午前９時から午後 5 時まで 

２ 内  容       大講堂ロビー 岡村昭彦報道写真 約 50 点 

附属図書館  岡村文庫所蔵資料展示 報道写真約 10 点 

３ 参加費         無料   

４ 申込・問合せ先   事前の申込みは不要です。当日直接会場へお越しください。    

県立大学 岡村昭彦文書研究会 比留間洋一研究室 電話０５４（２６４）５３６４ 

県立大学附属図書館 電話：０５４（２６４）５８０１ 

５ 交通アクセス   ・JR、静岡鉄道からのアクセス 

JR 東海道線：「静岡駅」から「草薙駅」  JR 東海道線（普通） 7 分 

静岡鉄道：「新静岡駅」から「県立美術館前」または「草薙駅」 （普通）11から12分 

・草薙駅から静岡県立大学までのアクセス 

 

徒歩の場合 JR「草薙駅」又は静岡鉄道「県立美術館前」、「草薙駅」から 徒歩 15 分 

バスの場合 

JR「草薙駅」前より、  

しずてつジャストライン 草薙団地行き（三保草薙線）で、 

「県立大学入口」下車 約 5 分 

＊平日の午前のみ、「県立大学前」下車が可能です 下車 0 分 

   附属図書館「岡村文庫」 

 

 

 

 

 

 

               

    

 

 


